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本研究では、自分自身がイメージする自分の年齢を主観年齢と定義し、他人の顔画像とそ

の実年齢を用いた相対的主観年齢推定方法を提案する。被験者に顔画像を呈示し「自分よ

り年上か年下か」の 5 段階評定を求める。ｘ軸に顔画像と被験者の実年齢差、ｙ軸に 5 段

階評定値をとると、右上がりの分布が得られる。これをロジット変換により線形化を行い、

得られた近似値線とｘ軸とのゼロクロス点を主観年齢シフト値と定義する。25 歳から 54 歳

までの 156 名の被験者に対する実験結果から、全体を通して主観年齢は実年齢より低い値

をとる。すなわち自己若年視の傾向を示すことが分かった。また若年層ほど主観年齢が低

く、加齢に伴い実年齢に近づく傾向にあり、女性より男性の方が主観年齢が低くなるとい

う結果が得られた。本結果は、従来の主観年齢研究で知られていた「加齢に伴い自己若年

視が進む」タイプとは異なる傾向を示しており、社会心理的側面を反映した新しい心理尺

度が抽出された可能性を示唆するものである。 


